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心
せ
わ
し
い
年
の
暮
れ
、
皆
様
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

一
年
も
、
町
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
旅
行
や
牛
嶋

神
社
の
大
祭
な
ど
、
大
き
な
行
事
が
あ
り
、
多
く
の
町
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ル
ス
感
染
拡
大
が
お
よ
そ
の
収
束
を
迎
え
、
人
々
が
集
い
交
わ
る
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。 

十
二
月
十
日
(
日
)
に
は
、
ビ

グ
シ

プ
に
て
お
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

お
餅
つ
き
は
町
会
の
主
催
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
と
は
思
え
ぬ
う
ら
ら
か
な
一
日
、
外
で
は

育
成
部
、
青
年
会
が
子
ど
も
た
ち
に
お
餅
を
搗
か
せ
、
商
店
会
が
ポ

プ
コ

ン
を
振
舞
い
ま

し
た
。
ビ

グ
シ

プ
の
調
理
室
で
は
、
天
理
教
東
本
大
教
会
さ
ん
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
搗
き

立
て
の
お
餅
に
、
白
寿
会
、
女
性
部
、
育
成
部
が
次
々
と
あ
ん
こ
や
黄
な
粉
、
海
苔
、
大
根
お

ろ
し
を
絡
め
た
り
、
お
雑
煮
に
仕
立
て
た
り
と
、
ま
さ
に
オ

ル
本
一
町
会
が
力
を
合
わ
せ
て

行
事
を
盛
り
立
て
ま
し
た
。
老
若
男
女
の
来
場
者
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ス
で
お
餅
を
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
は
お
よ
そ
三
百
二
十
名
と
昨
年
を
超
え
る
大
盛
況
で
し
た
。
お
手

伝
い
の
各
会
役
員
が
お
よ
そ
八
十
名
あ
ま
り
、
総
勢
四
百
名
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

年
内
の
行
事
も
あ
と
は
、
十
二
月
二
七
日
、
二
十
八
日
、 

二
十
九
日
の
町
会
の
夜
警
を
残
す
の
み
で
す
。
町
内
の 

安
全
を
見
守
る
警
備
で
す
が
、
辻
々
を
巡
る
拍
子
木
の 

音
は
歳
末
の
風
物
で
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
年
明
け
に
は
、
牛
嶋
神
社
へ
の
初
詣
、 

初
地
蔵
、
町
会
新
年
会
と
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。 

来
年
も
町
会
へ
の
ご
協
力
な
ら
び
に
行
事
へ
の 

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
五
年
度 

町
会
行
事
予
定 

 歳
末
警
戒 

十
二
月
二
十
七
日
(
水
)

二
十
九
日
(
金
) 

午
後
八
時
よ
り
午
後
十
時
ま
で 

 

場
所 

町
内
巡
回
夜
警 

 

新
年
初
詣 

令
和
六
年
一
月
三
日
(
水
) 

 

午
前
十
時
会
館
集
合 

場
所 

牛
嶋
神
社 

会
館
に
集
合
し
て
ま
と
ま

て
行
き
ま
す
。 

皆
様
ご
一
緒
に
お
詣
り
し
ま
し

う
。 

 

新
年
会 令

和
六
年
一
月
十
四
日
(
日
) 

午
後
五
時
よ
り 

場
所 

本
所
地
域
プ
ラ
ザ 

ビ

グ
シ

プ 

 

初
地
蔵
供
養 

令
和
六
年
一
月
二
十
日
(
土
) 

 

午
後
二
時
よ
り 

場
所 

タ
ン
ポ
ポ
公
園 

甘
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。 

 

節
分
会 令

和
六
年
二
月
三
日
(
土
) 

 

午
後
六
時
よ
り 

場
所 

本
所
一
丁
目
会
館 

本
一
睦
会
・
育
成
部
対
象
と
な
り
ま
す
。 
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外
手
小
学
校
地
区
防
災
拠
点
訓
練
に
参
加
し
て 

本
所
一
丁
目
防
災
部 

部
⾧ 

安
川 

武
志 

 

十
一
月
三
日
、
東
駒
形
一
丁
目
、
本
所
一
丁
目
か
ら

三
丁
目
町
会
の
四
町
会
が
一
堂
に
会
し
、
外
手
小
学
校

で
防
災
拠
点
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
当
番(

駒
一)

町
会
か
ら
各
町
会
十
名
の
要
請

が
あ
り
、
鈴
木
町
会
⾧
を
含
む
わ
が
町
の
防
災
部
員
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
の
初
め
に
は
、
外
手
小
学

校
の
備
蓄
倉
庫
を
見
学
。
そ
の
後
、
資
器
材
等
の
操
作

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①
簡
易
ベ

ト
、
エ
ア

マ

ト
、
段
ボ

ル
ベ

ト
の
組
み
立
て
か
ら
、
②
マ

ン
ホ

ル
対
応
型
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
、
③
発
電
機
、

投
光
器
の
操
作
ま
で
幅
広
い
項
目
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、W

i

-Fi

等
の
通
信
機
器
の
扱
い
や
、
避
難
ス

ペ

ス
の
確
認
、
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト
の
自
立
操
作
ス

イ

チ
の
確
認
、
さ
ら
に
は
マ
ン
ホ

ル
対
応
型
ト
イ

レ
の
正
し
い
使
用
法
ま
で
、
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
手
順
が
一
通
り
網
羅
さ
れ
ま
し
た 

 

参
加
し
た
四
町
会
の
協
力
に
よ
り
、
防
災
に
お
け
る

連
携
と
ス
キ
ル
向
上
が
実
感
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

隅
田
川
テ
ラ
ス
の
花
壇
に 

 
 

秋
・
冬
の
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た 

 

 

本
所
一
丁
目
花
守
チ

ム
一
同 

 

本
所
一
丁
目
町
会
の
事
業
で
あ
る
隅
田
川
テ
ラ
ス
の
花
壇
へ
の
花
植
え
事
業

は
、
東
京
都
公
園
協
会
の
事
業
に
協
力
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
会
で

は
有
志
の
方
の
協
力
を
得
て
「
本
所
一
丁
目
花
守
チ

ム
」
を
結
成
し
て
、
厩

橋
た
も
と
の
下
流
側
花
壇
(
⾧
さ
約
三
十
メ

ト
ル
の
花
壇
二
か
所
)
の
管
理

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ
の
花
守
活
動
に
四
十
名
の
方
々
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
花
植
え
作
業
(
十
一
月
八
日
(
水
)
午
前
)
は
晴
天
に
恵
ま
れ
三

十
二
名
の
方
々
の
参
加
を
得
て
四
種
類
の
花
(
ガ

デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ス

ト

ク
、
ビ
オ
ラ
、
ユ
リ
オ
プ
ス
デ

ジ

)
合
計
約
千
二
百
株
を
植
え
ま
し

た
。 今

後
は
、
水
や
り
、
花
ガ
ラ
取
り
及
び
雑
草
の
除
去
等
を
行
う
予
定
で
す
。 

こ
の
事
業
の
大
き
な
目
的
は
、 

隅
田
川
の
流
域
の
快
適
性
の 

確
保
と
環
境
美
化
に
あ
る
と 

思
い
ま
す
が
、
テ
ラ
ス
を
通 

行
す
る
多
く
の
方
々
が
花
を 

見
て
心
が
な
ご
み
、
気
持
ち 

良
く
活
動
で
き
更
に
地
域
に 

愛
着
を
持

て
い
た
だ
け
る 

よ
う
に
、
花
の
配
置
等
を
工 

夫
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
定
植 

し
て
あ
り
ま
す
。 

皆
様
が
テ
ラ
ス
を
通
行
す
る 

際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け 

れ
ば
幸
い
で
す
。 

発
足
五
十
周
年
を
向
か
え
て 

本
壱
青
年
會
十
一
代
目
会
⾧ 

永
森 

岳
人 

 

去
る
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
、
我
々
本
壱
青
年
會
は
発
足
五
十
周
年
を
向
か
え
、
両
国
の
第
一
ホ
テ
ル
に
て
発
足
記

念
パ

テ

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
パ

テ

に
は
八
十
名
を
超
え
る
本
一
町
会
の
御
関
係
者
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
賑
や
か
で
記
憶
に
残
る
式
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
祝
い

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
改
め
て
こ
の
場
で
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

発
足
五
十
周
年
を
迎
え
る
中
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
数
年
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
諸
先
輩
方
も
お
り
、
そ
の
中
に
は

弊
會
の
二
代
目
会
⾧
で
も
あ
る
高
見
澤
義
幸
さ
ん
も
い
ら

し

り
ま
し
た
。
会
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
い
た
だ
き
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
祭
礼
も
な
く
、
逢
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
お
別
れ
と
な

た
諸
先
輩
た
ち
に
、
今
の
活
気
あ
る

会
の
姿
を
見
せ
ら
れ
な
か

た
こ
と
が
心
残
り
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
う
し
た
中
で
も
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
、
こ
こ
数
年
で
所
属
す
る
会
員
、
特
に
親
の
代
か
ら
本
一
に
す
み
続
け
て
い

る
「
第
二
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
会
員
が
子
供
を
授
か
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
何
を
隠
そ
う
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

三
年
も
の
間
、
開
催
で
き
な
か

た
祭
礼
に
「
第
三
世
代
」
と
な
る
子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
る
姿
が
戻

て
き
た
こ
と
は
、
会
に
と

て
も
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。 

ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
近
年
増
え
た
マ
ン
シ

ン
に
お
住
ま
い
の
、 

町
会
外
か
ら
越
さ
れ
て
き
た
方
々
に
も
、
青
年
會
の
活
動
に
興
味
を
持

て 

い
た
だ
き
、
新
規
に
入
会
、
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
し
い 

住
民
の
会
員
、
ま
た
町
会
外
の
地
域
に
住
み
な
が
ら
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て 

く
れ
る
会
員
、
そ
し
て
お
祭
り
の
と
き
に
は
個
人
の
縁
で
青
年
会
に
協
力
し 

て
く
だ
さ
る
他
地
域
の
方
々
が
増
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
か

た
つ 

な
が
り
が
、
ま
た
次
の
輪
を
描
い
て
広
が

て
い
く
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

『
組
織
』
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
功
績
が
後
の
世
に
脈
々
と
受
け 

継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
、
私
は
幾
度
と
な
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

弊
会
も
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
、
移
り
変
わ

て
い
く
街
の
様
子
が 

入
り
交
じ
る
一
つ
の
器
と
し
て
、
こ
の
先
六
十
年
、
七
十
年
・
・
・
百
年
と 

存
続
し
、
本
一
町
会
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
輪
を
拡
げ
な
が
ら
、
次
の
世
代
を 

担
い
・
育
て
・
託
せ
る
会
と
な

て
い
き
た
い
と
願

て
お
り
ま
す
。 

町
会
住
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う 

宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 


